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はじめに 

 

 

 人口減少社会の到来、市場経済のグローバル化の進展等により、

都市を取り巻く環境が大きく変容するなか、市長・区長有志が自

由に参画し、都市自治体の直面する政策課題について自由闊達に

議論し、相互の問題意識の深化と情報交流を図るとともに、互い

に切磋琢磨することにより、都市ガバナンスの向上に役立てるこ

とを目的として、「国のかたちとコミュニティを考える市長の

会」が開催されました。 

 本書は、2013年6月7日に開催された第15回会議の内容を取りま

とめたものです。 

 

 2013年9月 

 

公益財団法人 日本都市センター 研究室 
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第１５回 国のかたちとコミュニティを考える市長の会 

≪子育て支援・少子化対策≫ 
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第１５回「国のかたちとコミュニティを考える市長の会」

の開催について（趣意書） 
 
 このたび、私どもは、下記のとおり第 15 回「国のかたちとコ

ミュニティを考える市長の会」を開催することとしました。この

会議は、市長・特別区長有志が参画し、都市自治体の直面する政

策課題について自由に議論し、相互の問題意識の深化と情報交流

を図るとともに、互いに切磋琢磨することにより、都市ガバナン

スの向上に役立てることを目的とするものです。この会議は会員

制を採らず、市長自らが自由に参加できるオープンな場とします。 

 今回のテーマは「子育て支援・少子化対策」です。 

 近年、待機児童問題をはじめとして、わが国の子育て支援・少

子化対策はさまざまな課題に直面しており、都市自治体において

も多様な施策が展開されてきました。 

 平成 24 年 8 月には、いわゆる「子ども・子育て関連３法」が

成立し、認定こども園制度の改善、施設型給付及び地域型保育給

付の創設、地域子ども・子育て支援事業の充実を柱とする新たな

子育て支援制度が平成 27年度からスタートします。 

 そこで、会議の前半では、まず汐見稔幸 白梅学園大学学長に

「子ども・子育て関連３法と都市自治体の対応策」についてご講

演いただきます。 

 これを受けて会議の後半では、都市自治体における子育て支

援・少子化対策のあり方について、市区長の皆様による意見交換

を行います。 

 今回はこのような問題意識に立ってテーマを設定しましたので、

明日の都市経営についてともに考えましょう。 

 この会議の趣旨にご賛同のうえ、ぜひご参加くださるようご案

内申し上げます。 
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 平成 25年 5月 

 「国のかたちとコミュニティを考える市長の会」呼びかけ人 
登別市長 小笠原 春一 流山市長 井崎 義治 

浦安市長 松崎 秀樹 豊島区長 高野 之夫 

岐阜市長 細江 茂光 多治見市長 古川 雅典 

伊豆市長 菊地  豊 いなべ市長 日沖  靖 

大阪狭山市長 吉田 友好 坂出市長 綾   宏 

多久市長 横尾 俊彦   

（地方公共団体コード順） 
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第１５回「国のかたちとコミュニティを考える市長の会」

参加市区長名簿 

 
 

    北 海 道   北 見 市   櫻田  真人 

    埼 玉 県   和 光 市   松本  武洋 

    千 葉 県   松 戸 市   本郷谷 健次 

  ○ 千 葉 県   流 山 市   井崎  義治 
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  ※ ○は呼びかけ人 
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趣旨説明  吉田友好 大阪狭山市長  

 

 

本日のテーマは、「子育て支援・少子化対策」である。 

 6 月 5 日、政府は 2012 年の合計特殊出生率が 1.41 であると発

表した。対前年度比では 0.02 ポイント改善したが、出生数は過

去最低の 103 万 7,000 人に減少した。6 年連続で自然減が続いて

おり、着実に人口減少が進んでいる。本来であれば、2.07 の出

生率がないと現状を維持できず、当然 1.41 では楽観視などでき

ない。今後、日本の経済、社会保障をどのように支えていくのか

が、非常に大きな課題となっている。「限界集落」という言葉が

あるように、集落自体がなくなってしまう危機も現実としてある。

そのような中で、子どもを安心して産み、育てる環境をどうつく

っていくかが、私たちに課せられた大きなテーマである。 

 都市では核家族化が特に進んでおり、これまでのように、おじ

いちゃん、おばあちゃんが子育てを手伝うことができないので、
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地域や社会全体で子育てを支える、助け合うことが必然となり、

公共で子育て支援に力を入れていくことが求められている。 

 過日、政府から幼稚園の保育料を第 3 子から無料にする案が示

された。本当に少子化対策につながるのかと首をかしげているが、

そのためには国と地方で約 300 億円の予算が必要である。この財

源を、我々地方が自由に子育て支援に使えるようにしてくれたら、

もっと違った政策をしていけるだろう。 

 2012 年 8 月、いわゆる「子ども・子育て関連３法」が成立し

た。認定こども園制度の改善、施設型給付及び地域型保育給付の

創設、地域子ども・子育て支援事業の充実等を柱とする新たな子

育て支援制度が、2015 年度からスタートする。この法律では、

市町村が地域の子ども・子育て支援を総合的・計画的に担うこと

とされており、私たち基礎自治体の責務は一層重いものとなって

いる。 

 そこで、本日は、「子ども・子育て関連３法」について情報を

共有するとともに、都市自治体の子育て支援・少子化対策のあり

方や今後の課題等について、意見交換を行いたい。会議の前半で

は、「子ども・子育て関連３法と都市自治体の対応策」について、

汐見稔幸 白梅学園大学学長よりご講演をいただき、意見交換を

行う。会議の後半では、前半での議論を踏まえつつ、3 名の市長

から各都市の少子化の現状や子育て支援・少子化対策の取組みを

交えて、今後の都市自治体における課題について問題提起をして

いただき、皆様とも意見交換をしながら、考えを深めていきたい。 
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進行  綾  宏 坂出市長 

 

 

 私事ではあるが、5月に無投票で再選させていただき、これか

ら4年間、さらにいろいろなことに取り組んでいきたいと考えて

いる。 

 本日はまず、白梅学園大学学長の汐見稔幸先生から、「子ど

も・子育て関連３法と都市自治体の対応策」というテーマでご講

演いただき、その後、皆様と意見交換をしたい。 

それでは、汐見先生、よろしくお願いいたします。 

  

Copyright 2013 The Authors. Copyright 2013 Japan Center for Cities. All Rights Reserved.



4 

基調講演  汐見稔幸 白梅学園大学学長 

「子ども・子育て関連３法と都市自治体の対応策」 

 

 

1．子ども・子育て関連３法とは？ 

子どもを育てることが難しくなった社会を、一体どう考えたら

いいのか。根本から考えなくてはならない。今、必死で子どもを

育てている親たちをどうサポートしていく知恵を探らなければな

らない。 

まず、子ども・子育て関連３法という法律について、一通り説

明した上で、自治体としてどういう対応が可能なのか、あるいは

今後どのようなことが課題になるのかについて、お話ししたい。 

 子ども・子育て関連３法の特徴を挙げれば、以下の 4 点である。 

 

（1）自治体行政の一元化 

幼稚園、保育所、さらに認定こども園ができたが、それぞれ管
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轄が違う。児童館や学童もまた管轄が違う。保健センターや保健

所も支援を実施しており、行政が縦割りで様々な施策を展開して

いるが、全体として統一されていない。そのために無駄もあり、

自治体として子ども・子育て全体として、どれだけお金を使って

いるのかの計算も大変な状況を、一元化するのが、1 つ目の狙い

である。 

 当面の最も大きな変化は、私立幼稚園の扱いだろう。私立学校

に国の税金を払うかどうかというのは、大きな論点である。私立

学校は、建学の精神を理念として掲げて、その理念に沿った人材

を育てるためにつくる組織である。例えば、キリスト教主義で教

育したいというときに、それが建学の精神であれば許可されるの

であって、それを拒否や禁止しないかわりに、自分たちでお金を

集めて運営してくださいというのが趣旨である。ところが、歴史

的にも、実際には私立学校も公教育の役割を担い、日本社会に多

くの人材を輩出している。そのような経緯から、公立の学校と同

様に、一定の国民の期待などを示すためにも、お金を払うべきと

いうことになった。とはいえ、建学の精神に沿って、自分たちの

好きな教育をするところに、公立と同じ趣旨のお金を払うことは、

理念的にはできない。それゆえ、私学全体を振興するために私学

振興財団が設立され、助成金をどう分配するかは財団の判断で行

う。 

 現在、この助成金を扱うのは市町村ではなく、都道府県になっ

ている。したがって、各市にある私立の幼稚園についての管轄責

任が市町村の教育委員会にはない。都道府県の学務課や私学課に

なっている。自治体によってばらばらだが、極端な場合は私立幼

稚園に何人子どもがいるかさえ把握できていない自治体もある。

今回、施設型給付になった場合には、その管理責任が市に回って

くる。したがって、私立の幼稚園との関係を新しくつくることが

緊急の課題であり、やっと全体像がつかめることになる。 
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（2）地域型保育給付の創設 

 2 つ目は地域型保育給付の創設で、私はこれが非常に重要だと

考えている。今のところ、認可保育所は原則 60 人以上で、条件

が整わず小規模になった場合には、20 人以上で小規模型保育所

として認可される。原則 60 人以上という基準は厳しい上に、20

人以上のところしか認可されない。「子どもが余りいない」、「0～

2 歳の子どもだけでいいから、そんな大きなところはいらない」、

あるいは「小さな家しか使えないから、10 人ぐらいでやりた

い」という理由ではこれまで認可されなかった。認可されないと、

国から国から金がこないので、自治体が援助するか個人でやるし

かない。 

 待機児の大部分は 0～2 歳である。3～5 歳については、幼稚園

の枠をうまく使えばよいので、0～2 歳を対象にする小規模型の

幼児教育施設をもっとたくさんつくれば、待機児問題はある程度

解消する。また、これからしばらく経つと、子どもは今よりもも

っと激しいペースで減る。今、せっかくたくさん保育所をつくっ

ても、10 年経てばあちこちで空き始める。今の幼稚園と同じよ

うに、幼稚園と保育所が子どもの奪い合いを始める。やめる場合

にも、定員が大きいと 100 人もの子どもをどこかへ転園させなけ

ればならない。だが、そもそも 15 人定員であれば、10 人程度を

どこかに転園させれば済むことになり、かなり楽である。 

 それゆえ、小規模園を上手に拡大していくことは 1 つの戦略と

して考えられる。今度の法律では、小規模園にも国から運営費が

出る。これが地域型保育給付であり、ベビーシッターも条件を満

たせば運営費は出るので、うまく活用することが大事である。た

だし、自治体も財源を負担する必要があり、そう簡単には増やせ

ないかもしれない。 
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（3）認定こども園の改善 

3 つ目に、認定こども園の改善である。国は幼保連携型の認定

こども園を増やしたいと以前から言っている。認定こども園に対

して熱心だったのは公明党で、社会保障と税の一体改革の際に、

3 党合意で盛り込んだ。一時期、総合子ども園という言い方もさ

れていたが、内容上認定こども園と大きな違いはなく、認定こど

も園の使い勝手の悪さを改善すればいいということで制定された

ものである。 

認定こども園のうち、幼保連携型は、幼稚園としても認可され

ていて、保育所としても認可されているところが連携する形であ

る。それ以外に、幼稚園がひさしを長くして保育所機能の一部を

担うとか、保育所が幼稚園の一部を担うというのは、幼稚園型と

保育所型で、これには国から助成金は出ない。国が推奨したいの

は、幼稚園機能も保育所機能も満たす総合的な幼児教育機関であ

り、世界でもほとんどの国がそういう方向になっている。 

認定こども園の改善にはいろいろな狙いがある。幼稚園の定員

割れを乳児も入園可能にすることで克服し、それによって待機児

童問題の解決を図るとか、今後ニーズが広がる保育所に教育的な

機能を高めてもらいたいということなどである。家庭の育て、家

庭教育だけでは、子どもがうまく育たない時代になっている。小

さい頃から保育所に行く子どもたちが増えてくると、保育所の教

育機能が高まらなければ人材がうまく育たなくなる。そこで、保

育所に学校教育的機能を担ってもらうことが大事な狙いになる。 

 もう 1 つの狙いは、認可・指導系統の一本化である。現在、認

定こども園は内閣府が所管しているが、実際は厚労省と文科省に

それぞれ助成を申請して受け取る形になるため、例えばこれは文

科省から受けた助成金だから保育所の子どもに対して使えるのか

など、一々チェックしなければならず、非常に使い勝手が悪かっ

た。子ども・子育て関連３法では、書類も 1 つでよく、助成金も
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まとめて受けてどちらに使ってもいいという形になる。 

 

（4）地域の実情に応じた子育て支援の充実 

 4 つ目に、自治体ごとの特色をより発揮するために、地域の実

情に応じた子育て支援の充実が掲げられた。子育て支援というの

は、田舎か都市部かなどによって、住民のニーズが大きく違う。

例えば、現在、都市部の一部では待機児対策を行っているが、逆

に過疎で悩んでいる地域ではどうするのか、全く同じ施策はとれ

ない。そこで、地域のニーズに応じた施策がとれる体制をつくる

というのが 4つ目の特徴である。 

 

2．自治体の役割はどう変わるのか？ 

（1）自治体の保育義務 

それでは、子ども・子育て関連３法を受けて、自治体はどのよ

うな役割を果たすべきか。実は、この法律の成立までの過程で、

児童福祉法 24 条が一度改正されたが、3 党合意で再び戻ったと

いう経緯があった。この 24 条は、福祉の世界では、戦後制定さ

れた様々な法律の中でも最も画期的な条項のひとつであると言わ

れている。すなわち、日中働いていたり、あるいは病気で子ども

の面倒をみることができない親が「何とかしてください」と訴え

れば、自治体はその子どもを預かって保育しなければならないと

して、自治体の保育義務を規定したものである。待機児がいるこ

とは、自治体が義務を果たしていない、厳しく言うと法令違反に

なる。この条項が、自治体責任が曖昧になるということから、最

終的に残されたわけである。 

3 法が規定する自治体の責任は、2 種類に分けることができる。

ひとつは、従来の「保育に欠ける子ども」に対して、自治体が保

育所で保育しなければならない責任が引き続き残った。もうひと

つが、子どもを見てほしいという親に対して、認定こども園、家
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庭的保育事業等によって、必要な保育を確保するための措置を講

じる義務が、条件に応じてではあるが規定された。この点は従来

と比較して、自治体責任が少し拡大したということになる。 

 

（2）市町村計画の策定義務化、受給権保障の法定化 

また、市町村計画の策定を全市町村が担うことになった。従来

は、待機児 50 人以上の市町村に保育計画の策定が義務づけられ

ていたが、3 法では、すべての市町村の計画策定が義務化された。

これはなかなか大変で、来年何人の子どもが生まれて、そのうち

何人が保育を必要としているのかをすべて調査したうえで、その

ニーズを充足させるための事業計画を策定しなければならない。

加えて、施設型給付、地域型給付の受給権保障が法定化されるこ

ととなった。 

 

（3）公的契約における市町村の関与 

 公的契約における市町村の関与であるが、保育所については自

治体の実施義務が残ったため、公立を残すか私立を残すかという

選択はあるが、いずれにせよ保育所機能を残さなければならなく

なった。公立保育所は、原則として認定こども園に移行してほし

いという意向なので、結局は私立に委託する形で保育所機能を残

すことになるので、私立の保育所は現行とほとんど変わらないで

あろう。そのため、申し込みの業務、各園に委託費を配る業務、

保育費の徴収その他はすべて市町村の業務として残る。 

 認定こども園については、施設給付の配付が市町村の業務にな

るが、申し込みの業務や保育料の徴収は、直接契約になるため、

従来の幼稚園と同じである。ただし、未払いへの対応については、

各園が催促するのは大変なので、市町村が対応することになるだ

ろう。 

 以上のように、市町村は意外に仕事が増えると思っている。加
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えて、園に申し込んだものの満員で入れなかったため、別の園に

行きたいという親に対して、市町村があっせん業務を行うことも

法律に規定された。今後は、認定こども園、幼稚園、及び保育所

が１つの窓口になるので、教育委員会か児童家庭部か、どのセク

ションが担うのかということを含めて、組織をつくり変えていく

とともに、職員も充実されなければ対応できないだろう。この法

律に沿って自治体の役割を明確にしたうえで、それに沿った制度

改革を行うことが求められる。 

 

3．点から面へ、同時にグローバルな視点を 

この子ども・子育て関連３法の趣旨は、どこまで財政措置がで

きるかはともかくとして、できるだけきめ細かいサービスを提供

するために、自治体がニーズを的確に把握し、個性的な支援シス

テムを構築していくことを可能な限り促していこうということで

ある。そうすると、住民がどのようなニーズを抱えているかを的

確に把握するとともに、それを克服するための柔軟なプランづく

りが自治体に求められることになる。 

  

（1）ニーズを的確に把握できるか 

 一例として、足立区の街区公園の例を紹介したい。ご存知のよ

うに、現在、「児童公園」という名称はない。児童公園というの

は、関東大震災によって子どもたちの遊ぶ場所がなくなったため

につくり始めたのが最初である。その後、1960 年代以降に都市

化が進み、原っぱや道端で遊ぶことができなくなったために、子

どもの遊び場として整備された屋外施設が「児童公園」、建物施

設が「児童館」と規定されたわけである。ところが、この児童公

園という名称は、1993 年に「街区公園」に変わり、現在法的に

は使われていない。なぜかというと、児童公園には不審者等がい

てあまり子どもが遊ばなくなっていった上に、高齢者の公園に対
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するニーズが増えてきた。高齢者のための「高齢者公園」という

ものはないわけで、ニーズがぶつかってしまうことになる。そこ

で、高齢者も、子育てをしている若い方も使える、まちの中の公

園という意味で「街区公園」と呼び、中性化したわけである。 

 私が住んでいた団地などでも、ちょうどこの時期にトラブルが

あった。公園はかなり広いが、朝から高齢者がゲートボールで利

用する。そこに乳母車で赤ちゃんを連れた親が遠慮がちに入るが、

ゲートボールを一生懸命やっている中では、子どもたちを遊ばせ

ることができない。このように、公園の取り合いが起きてしまい、

現在ではあまり「児童公園」が活用されていない。 

 一方、足立区のある地域では、放課後に子どもたちが活発に遊

び、その面影を残していた児童公園があった。ところが、2 年ほ

ど前にクローズアップ現代という番組で取り上げられたが、今度

は逆の問題が出てきた。近所の住民たちが、遊んでいる子どもた

ちの甲高い声がうるさくてたまらないと、公園課に訴えに来たの

である。当初は、「子どもの遊ぶ公園ですから」と回答していた

が、毎日のように苦情があり、とうとう区としても対応せざるを

得なくなった。どうしたかというと、公園の入り口に、「この公

園で、子どもたちは声を出して遊んではいけません」と看板を立

てたのである。 

 この番組では、訴えた高齢者、公園課、子どもたちに取材して

いる。その中で、高齢者は「私たちは、年をとって静かに暮らし

たいが、こんなにうるさくては静かに暮らせない」と言う。そこ

で記者が、「この公園は昔からありましたよね。昔はうるさくな

かったんですか」と質問をすると、「それほどうるさいと思った

ことはなかったわね。だって、昔はどこのだれが遊んでいるかわ

かっていたもの」と答えた。これが答えの核心である。 

遊んでいる子どもが、「誰々さんの子どもね」とか、「あの子小

さいときは病気がちだったけれども、今は元気になったわね」と
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なったときには、うるさいと思わない。しかし、知らない子ども

が遊んでいると、それが騒音になってしまう。特に、報道によっ

て、最近の子どもは怖いという印象を与えてしまうと、余計にそ

うなるのであって、この番組は大きな問題提起をしたと思う。 

結局のところ、子育てしやすいまちとは、子育て支援拠点があ

るだけでは不十分である。親たちと地域の住民たちがつながるこ

とで、初めて子育てしやすいまちになっていく。私たちはこれま

で、子育ての拠点となる「点」を一生懸命つくってきたが、今後

は「面」にシフトしていかなければ、本当の子育てしやすいまち

にはならない。地域が、サラリーマンの働き盛りの人たちが寝に

帰ってくる場所や、家の中でそれぞれ住民が住んでいるだけの場

所であってはならない。子育て支援を通じて、住民が支え合える

地域として再活性化していく、すなわち、まちの活性化と子育て

支援がリンクする時代が始まったのである。 

 

（2）世代間交流の重要性 

 したがって、ニーズといった場合には、子育てしている世代の

ニーズだけではなくて、地域住民のニーズも考えなければならな

い。この点について、富山市の「このゆびとーまれ」というデイ

ケアセンターは、これからのモデルになりうる。この施設は、富

山赤十字病院に勤めていた看護師の惣万佳代子さんが、お年寄り

たちが元気で生き生きと過ごせる高齢者施設をつくろうと立ち上

げたもので、「お年寄りだけがいるのはおかしい」との思いから、

年齢に制限のないデイケアハウスとして運営されている。保育所

には入園できない障がいを持った子どもや、虚弱で心配だという

子どもも含め、0 歳から 100 歳までの方々が毎日通ってくる。最

初は手探りだったが、だんだんと評判が広がっていった。 

 しかし、国は認めなかった。高齢者用の補助金を子どもに使っ

てはいけないので、補助金は出せないというのである。そこで、
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県に相談したところ、県は興味を持った。次に富山市に相談した

ところ、市で条例をつくって助成することになった。全国で初め

て試みであったことから、「富山方式」と呼ばれている。 

 このデイケアハウスでは、小さな子どもがお年寄りの世話をし、

またお年寄りが小さな子の世話をしている。例えば、寝たきりの

お年寄りも 2 歳の男の子の担当である。寝たきりのお年寄りに、

職員が「がんばって起きてみよう」と言っても起きない。ところ

が、2 歳の男の子が近づいて、「おじいちゃん起きよう」と言う

と、起き上がって、その子の手を引っ張りながら 2 階まで行って

しまう。また、自分の息子の名前もわからないおばあちゃんが、

小さな女の子の世話をしているときには、「あんた、昨日言った

ことをもう忘れたのかい」と言っている。子どもの世話をしてい

るときは、認知症の症状がかなり消えてしまう。このように見る

と、小さな子どもと高齢者の組み合わせには、何か運命的なもの

があるのではないだろうか。認知症の方が子どもの世話をして、

子どもたちがすくすく育っていく。保育所と同じような役割を果

たしているのである。 

 このような事象を、専門用語で「世代間交流」というが、日本

では世代間交流学会がようやく発足したばかりで、まだ遅れてい

る。各世代が交流することによって、それぞれが役に立つと同時

に活性化が始まった。富山の事例は、市町村がそれぞれわがまち

の子育て支援の新しいパターンをつくっていくうえで、1 つの参

考になると思う。 

 

（3）活動する市民、NPO の育成 

 NPO などの地域づくりへの参画を願っている世代をいかに見出

し、信頼して協同の関係をつくるのか。その取組みは自治体によ

ってまだ温度差があるが、子育て中の寂しさから、インターネッ

トで情報交換を行うといった形で、横にむすびつく世代が増えて

Copyright 2013 The Authors. Copyright 2013 Japan Center for Cities. All Rights Reserved.



14 

きている。過日、杉並区で「子育て、待機児ゼロ」を旗印に立ち

上がった人たちも、インターネットでつながっていった。 

 明確なニーズを持つ市民や当事者をいかに掘り起こし、協力し

てもらうのか。成功の鍵は、行政が「上からやる」ことに対して、

どこまで禁欲できるかにかかっている。例えば、カナダでは、自

治体が直接プランを策定することは一切ない。7、8 年前の話だ

が、カナダはヨーロッパ諸国と較べて男性の育児参加などが遅れ

ていた。そこで、国を挙げて父親のメンタルヘルスを保障するた

めに、長時間労働をやめて家庭を大事にしようというキャンペー

ンの実施が決定され、キャンペーンの内容について募集すること

になった。 

 そして、応募したティム・パケットという男性の案が通り、約

1 億円の予算をかけるプランが始まった。カナダでは、みなが意

見を出し合い、案が通れば、予算が支給されて実行に移される。

市民の企画力を上手に活性化しながら、必要な行政的支援を行う

という関係を続けていかなければ、ニーズがなかなか掘り起こさ

れない。いつまでも行政が主導する関係だと、新しいまちはなか

なかできないのであって、そこをいかに動機づけるかが重要であ

る。素人が関わるのであるから、公金をどう使うかということに

対する不安感は強いであろうが、しかしながら市民を育てていか

ない限り、きめ細やかな網の目の支援システムはつくれない。 

 私は、4 つの自治体で次世代育成行動計画をつくる責任者にな

った経験がある。そのうち立川市では、行政の次世代育成担当者

に対して、情報をすべて市民と共有し、市民の代表、ないし責任

者を育てていくことを条件に引き受けた。常に行政が主導する形

ならば、担当者や首長が変わるごとに、計画は消えてしまうだろ

う。だからこそ、市の姿勢もよくわかっていて、自発的に活動す

る市民組織を必ずつくることを条件にした。現在、立川では市民

が組織をつくり、そこに行政のメンバーも入り込んでいろいろな
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施策を展開している。NPO と市民を育てていくことは、やはり重

要である。 

 

（4）世界各国の保育・幼児教育 

 今では誰も疑わなくなったが、私は「子育て支援」という言葉

に対して、疑問を持ち続けてきた。「支援」という言葉の背景に

は、行政が何かいいことをしていると思っている節がある。一方

で、市民はどう思うだろうか。「今日、子育て支援されてくる」

とは言わない。みなで育ち合う社会をつくるとか、みなで子育て

を支え合う社会をつくるといったキーワードであればいいが、支

援する人とされる人がいるという二分法の考え方は、時代の制約

が非常に強い。そのため、私はもっといい言葉をつくる必要があ

ると言い続けてきた。まだいい言葉は見つかっていないが、いず

れにせよ行政用語で「支援」というのは構わないが、市民用語に

はならない。 

 私はその根底に、もっと子どもを産んでほしいという意図が透

けて見えているように感じている。ヨーロッパでは、1996 年に

OECD 加盟国ヨーロッパ蔵相会議を開き、抜本的な乳幼児保育・

教育政策の重視策を始めた。その合意内容は、あらゆる教育政策

の中で、保育・幼児教育を最重視するということである。当時、

ヨーロッパ諸国は、高校等の授業料の無償化をはじめとして、従

来の教育政策を大幅に変えた。なぜなら、やがて人材が最も大事

な社会を迎えるのであって、お金がなければ高等教育を受けられ

ない国では将来が危ないと考えたからである。 

 また、ヨーロッパはすでに人口が減り始め、継続的に税収入が

減る社会となっていたため、人口の減少速度を遅らせるために移

民を認めた。移民を認めることで、人口減少を防ぐことはある程

度できるが、一方で移民に対するサポートはなかなか難しい。も

ともと自分の国であまり食べられなかったから来るのであって、
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それほど家庭での教育力があるわけではない。好待遇の職業には

勤められず、給料も安い。結果として、移民が集まって貧困地域

ができてしまう。 

 例えば、バーミンガムのプロスペクト通りは、入口から 100m

ぐらいは本当に汚く、奥に入っていくときれいな家に変わってい

く。なぜかというと、入口にインド人の貧困地域ができているか

らである。ロンドンでは、イースト・ゾーンに貧困地域があり、

ロンドンはその地域を活性化するためにオリンピックをここで開

催した。 

 貧困問題が深刻になると、社会は非常に不安定になる。この貧

困問題の元凶の 1 つが移民問題である。移民に来てもらわなけれ

ば社会が成り立たないが、一方で様々な問題の原因になってしま

う。それをいかに克服するか。徐々に分かってきたのは、この国

で子どもを育てるにはどうすればいいのかということを親にてい

ねいに教え、そして実際に社会で子どもを育てていくことである。

そうして、移民の子どもが学校に適応できれば、非常に優秀な子

も多く出てくる。 

 貧困世帯に対して幼いころから公費で教育し、親への支援もす

るという政策を典型的に行ったのが、ブレア政権である。当時、

サッチャー政権の負の遺産として、貧困率が 14％を超えていた

が、それを克服する方策を記者団に問われた際に、ブレア首相が

「第 1 に教育、第 2 に教育、第 3 に教育」と発言したことは有名

である。Early Childhood Education、すなわち貧困地域の子ど

もたちに質の高い教育を施すことによって、適応していってもら

う政策を掲げたわけである。 

 ブレア首相の趣旨は、教育水準をすべての層に保証し、第 3 の

道を行くというもので、貧困地域を中心に Sure Start Project を

展開した。Sure Start とは、確かな一歩を踏み出そうという意

味で、具体的には、貧困地域に保育施設、親支援センター、保健
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センター、及び学童の機能を有する総合施設をつくった。そして、

そこに質の高いソーシャルワーカーを配置し、育て方のアドバイ

スをする。これまでは、移民が集まると学校のレベルが下がるた

め、もともと住んでいた高所得者層の移転が進み、ますます移民

の貧困地域が広がってしまうという悪循環が起きていたが、Sure 

Start Project が功を奏し、教育水準の高い学校が生まれた。こ

の政策は、当初 9 か所をモデル地区にスタートしたが、現在では

1,000 か所以上の地区で進められている。 

 現在、自民党政権で検討されている幼稚園のみの無償化は、世

界的な流れに沿ったものであるが、幼稚園だけというのは問題が

あると思う。前述の OECD 加盟国ヨーロッパ蔵相会議の合意の中

には、できる限り幼児教育を無償にすることが盛り込まれており、

幼児教育に割く予算の目標額は各国 GDP 比で 1％以上に設定され

ている。イタリア、ポルトガル、ベルギー、オランダ、デンマー

ク、イギリス、及びドイツも、3 歳ないし 4 歳からの幼児教育が

無償化されている。また、ほとんどの国が幼保一元化の方向に進

んでおり、管轄は文科省が多い。一方で、日本は現在、幼稚園と

保育所を合わせても予算額は GDP 比で 0.32％に過ぎない。また、

自民党や民主党が始めた施策は少子化対策を重視して進んでいる

が、世界の流れは人材政策、社会政策、及び貧困・格差解消が主

眼となっている。 

 OECD の報告書では、教育の重要性を以下の 3 つの理由として

あげている。1 つは、第 3 次産業が産業構造の中心になり、また

女性の労働力が非常に優秀になってきたので、これを活用しなけ

ればならないという点である。現在、世界のほとんどの国で、女

性の方が高学歴である。男性の方が高学歴なのは、日本を含めて

世界で 5 カ国しかない。女性の高学歴化を活かすために、育児を

サポートするシステムをつくらない限り、社会としてはうまくい

かない。2 つ目は、貧困問題の解消に、小さいころから教育を施
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すのが最も効果が高いことがわかってきた。3 つ目に、予測され

る環境問題を始め、人口問題、食糧問題など非常に困難な問題が

予想される中で、これらの問題に対応していくために重要なのは、

知的な水準の高い市民が多くいるということである。つまり、教

育の力を上げていくことがこれからの国づくりにおいて重要であ

る。そのためには、ある程度成長してからの教育を重視するので

はなくて、幼児期から教育を充実させる方が効果が高いわけであ

る。 

 

おわりに 

 私たちは、子育てを支援するだけではなく、これからの日本、

あるいは地球を担っていく人材を育てる必要がある。従来は、家

庭と地域に幼児期の子育てを任せておいて、小学校から社会で育

てていくという方向性であったが、現代社会では、子どもが遊び

ながら学んでいくことは難しい。幼いころから、次代を担う人材

を社会の責任で育てていくという視点がなければ、子どもの数が

増えればいい、出生率が 1.41 になったからもういいということ

になってしまう。今後は、グローバルな視点が重要となる。 

 イタリアのチッタスロー（スローシティー）をはじめとして、

あらゆる国が必死にまちづくりをする時代になった。21 世紀に

入り、徐々に資源が枯渇するなかでは、生活そのものをエコに変

えていくしかない。この視点を抜きにして、まちづくりはできな

くなっている。 

 チッタスローの先駆けとなったのが、イタリアのキャンティー

という町である。この町はワインで有名であるが、1980 年頃に

過疎化が進み、1 万 5,000 人の人口が 1 万人を切るまでに減って

しまった。そのような折に、町を訪れた外国人たちが、豊かな自

然に感銘して土地を買い、住み始めるようになり、1980 年代に、

市長が自然を売りにしたまちづくりを始めた。 
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 ここで重要なのが、発想の転換である。「あれもない、これも

ない」というのではなく、「こんなに素敵な風景がある、こんな

に古い道がある、こんなに古い建物がある」と発想を変えること

で、今ではキャンティーの名は、大変有名になった。このように、

風景の美しさや豊かな自然を売りにしたまちづくりが、イタリア

で広がっている。隣国では、韓国も多くの市がチッタスローをめ

ざすようになったが、いまだ日本では気仙沼市が取組みをはじめ

た程度である。 

 このように、温かくスローなまちというものを、知恵を出し合

って具体化していかなくてはならない。 
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意見交換 

 

子育てをめぐる環境の変化 

○（汐見学長） 私は団塊の世代だが、ある意味で 1 番いい時代

に育ったと考えている。遊び道具も全部手づくりするしかなく、

家の仕事もたくさん手伝わされたが、そのおかげで何か役に立て

るという感覚が手に入った。生活の中で様々なものを身につけ、

それがそのまま学力にリンクしていった。今、子どもたちは、自

動車が行き交う中で、外で自由に遊べるわけでもない。また、昔

ながらの八百屋に買い物に行くのと、スーパーやコンビニに買い

物に行くのは、子どもにとって全く違った体験である。八百屋で

は、年上の人とコミュニケーションして、何が欲しいのかを正し

く伝える必要があるが、スーパーでは、コミュニケーションをと

る必要は一切ない。八百屋で「今日は売り切れちゃったわよ」と

言われたときに、その子はどうするか。そういう小さな積み重ね

の中で育つものというのは、大変大きい。 
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○（汐見学長） 人類は有史以来、子どもに仕事を与えて手伝わ

せ、地域で放牧して育ててきた。その中で、子どもたちは異年齢

と遊び、下の子は上の子に憧れ、上の子は下の子を世話するとい

う形で社会性を身につけてきた。その方法が、今日になって初め

てできなくなった。 

 子どもの運動能力のデータを見ると、1985 年をピークに下が

り続けている。低下の理由は、体を使っていないからである。同

様に頭も使わないと伸びない。なぜ子どもの学力が懸念されてい

るのかというと、生活の中で知恵を使って遊ぶということがなく

なったからである。 

 昔のようには戻れないとしたら、人工的に放牧環境をつくるし

かない。幼稚園や保育所が現代の放牧環境である。そこで子ども

たちは様々な冒険をして遊び、発明がおもしろいことだと学ぶ。

幼児期から、少し不便な生活を与え、楽しませる。育ちの最初の

数年間で「考えたり工夫したり、活発に活動するとこんなに楽し

くなるんだ」と感じる機会を保証していくシステムに変えないと、

未来は危ない。  

 

幼児教育の効果 

○（汐見学長） 幼児教育の効果は、データでも裏付けられてい

る。最も有名なのは、アメリカの調査である。この調査では、貧

困地域の黒人の子どもを A グループと B グループに分け、A にだ

け、3 歳の 1 年間質の高い幼児教育を施した。1 年後、幼児教育

をやめてもとへ戻して、両グループの子どもを 50 数年にわたっ

て追跡調査している。 

 結果として、大学進学率や 30 歳時の給料などの指標は、A グ

ループが高く、高校中退率、犯罪率などは B グループがはるかに

高かった。わずか 1 年間幼児教育を施して、親に指導しただけで、

これだけの違いが出ている。 
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 幼児教育の質は、その子の将来に大変な影響を与える。幼児教

育の数ばかりを追求して、保育所に子どもを詰め込んでしまって

は、結局レベルの低い保育所になってしまう。「待機児をなく

す」といっても、質を問題にしなければ、大事な人材を損なうこ

とになる。 

 だが、その重要性は分かっても、財源に対する考え方は変わら

ない。子育て支援というと、母親が従来行っていたことに対して

支援すると捉えられ、なかなか理解されない。国として、人材養

成政策を行うという位置づけに変えていかなければならない。 

 

親との対話の問題について 

○ 当市では、残念ながらガールスカウトが今年で解散すること

になった。指導者に話を聞くと、親の相手に疲れた、親にできる

範囲での協力をお願いしても、ガールスカウトに預けているとき

だけが自由になると激怒されるという。同じことが、学校、幼稚

園、保育所、市役所で起こっている。親に対して、どのように接

していけばいいのか。 

 

○（汐見学長） こうすればうまくいくというほど明解ではない。

心に何らかの問題、あるいは悩みを抱えている親は、人のやさし

さに触れることを通じて、変わっていくしかない。親たちが心の

深いところで、求めているものを探し当てるしかない。それがで

きる人達を、私たちは支援者と言う。ここでいう支援とは、その

人の人生をもう一度つくり変えるのを手伝う営みだから、簡単に

できることではない。日本に必要なのは、スクールソーシャルワ

ーカーや保育所ソーシャルワーカーである。今はなかなか職業に

なっていないが、それは過渡的な問題だと思っている。道徳教育

の強化では、余計にひずみが生まれてしまうだろう。 
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認定こども園について 

○ 当市では、早くから特区制度を活用し、幼稚園と保育所を一

体化した児童館を設置し、幼保を一元化した運営を行ってきた。

問題は、文科省と厚労省の認識が全然変わっていないことである。

公立の幼稚園が余ってきたため保育所に切りかえようと、建物を

社会福祉法人に譲渡した途端に文科省から補助金を返せと言われ

る。国の縦割りの障壁はかなり厚い。 

  

○ 小規模なものも含め、保育所をつくる際に最大の障壁となる

のが近隣問題である。子どもの声がうるさいという苦情によって

場合によっては午後は子どもを園庭に出さないといった対応を迫

られることもある。ドイツのハンブルクでは、子どもの声がうる

さいことを理由に訴訟が起き、幼稚園に閉鎖命令が出されたこと

があった。それを契機に、親たちが、子どもの声が騒音だとは何

事だという運動を始めた。運動が実を結び、連邦法で子ども施設

のあらゆる音は環境騒音から除外する法律ができ、騒音を理由に

した訴訟は起こせなくなった。今後の取組みとして考えられるの

は、区の条例等で、子どもの施設の声は受け入れようと訴えたり、

あるいは地域と保育所、幼稚園をつなぐボランティア活動を育て

ていく必要もあるのではないか。 

  

○（汐見学長） 認定子ども園は、一元化と言われているが、そ

の実は文科省、厚労省、及び内閣府の三元化である。世界の趨勢

を見ると、教育、つまり文科省に統一しているところが多い。残

念ながら、今の文科省では、保育のことはほとんどわからない。

それゆえ、文科省の中に医師、保健師、保育士らを入れて、妊娠

から生涯学習までを一貫して見る専門家を置き、一元管理すべき

だと言い続けている。 
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問題提起  井崎義治 流山市長  

 

 

はじめに 

 私は、長女が 3 歳になるまでアメリカで働いていたが、アメリ

カでは妻も仕事をし、夫婦で子育てをした記憶がある。長男は日

本で育てたが、毎日夜 11 時に会社を出る生活となり、私の長時

間労働のために妻は仕事を諦め、長男も私の知らない間に育って

いったという印象がある。日本に帰ってきてから、「家庭と仕事

とどちらが大事なのか」という質問を何度も受けるなかで、「働

き方」というものを変えられないかと考えるようになった。 

 

1．「都心から一番近い森のまち」のマーケティング戦略 

 このような問題意識を持ちながら、流山市では、自治体経営の

視点からマーケティング戦略に基づいて子育て環境を整備してい

くことを考えた。流山市は、昭和 40 年代から住宅街として発展
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した。従来は、常磐線経由で東京（山手線）から 40～50 分かか

ったこともあり、戸建てを中心とした専業主婦の子育てのまちだ

った。その後、つくばエクスプレスが開通し、人口流入の第 2 波

が期待できることから、どういう方に入ってきていただきたいか

を戦略的に設定した。共働きの子育て世代、いわゆる DEWKS

（Double Employed with Kids）である。そこで、そういった若

い方々に普及力のあるキャッチフレーズとして、「都心から一番

近い森のまち」を掲げ、マーケティングを展開している。 

 ただ、このキャッチフレーズを使い始めた当初は、大変立腹し

て市役所に来る住民もいた。彼らにとって、「森」は不法投棄を

はじめとする犯罪の場であるという認識だった。この方々にはな

かなか理解してもらえなかったが、私としては、若い世代に市外

から来てもらい、高齢化社会を支えてもらわなければならないと

考え、このキャッチフレーズでまちづくりを進めている。 

 流山市は、南に松戸市、東に柏市、北に野田市が接している。

都市間競争のなかで、共働きの子育て世代の方々に流山市を選ん

でもらえるように、平成 17 年度に設立したマーケティング課を

中心に、様々な戦略を練って PR を展開してきた。平成 22 年度に

は、「母になるなら、流山市」と「父になるなら、流山市」、つま

り共働きの子育て世代なので、母だけでなく父にも PR できるフ

レーズを用いた。なお、ポスターの作成にあたっては、市民にモ

デルになってもらっている。 

 平成 23 年度は、「学ぶ子にこたえる、流山市」ということで、

教育にも照準を当てた。平成 24 年度は、電車の車内やドア上広

告を出したほか、流山市のホームページの上部にシティーセール

ス専用のスペースを割き、若い方々に流山市がどのようなまちか

を知っていただくコーナーを設けている。 
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図表 1 多様な PR広告の展開 

首都圏向けPR広告
平成22年、23年度は首都圏駅に、大型駅貼りポスターを展開。 平成24年度は専用HPへの誘引。

H22

H23

H24

 

 

2．流山市における子育て支援策 

（1）子育て世代の大幅な増加 

従来、流山市では団塊の世代の人口が最も多かったが、つくば

エクスプレスの開業に伴い、30～40 代の方が非常に増え、団塊

の世代よりも多くなった。また、子どもの数も増えている。昨年

の成人式の対象者は 1,200 人だったが、今年の小学校 1 年生は

1,600 人、0歳児は約 2,000 人になっている。 

 松戸、柏、我孫子の各地域は、福島第一原発事故の後、一部が

ホットスポットになり、人口減に悩んできた。流山市では、人口

減にこそならなかったが、心配して出産を見合わせる方もいた。

ところが、昨年の暮れ頃から猛烈な勢いで出生数が増加しており、

保育所の増設によって待機児童を 0 にする計画が狂いかねない状

態が続いている。 
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図表 2 流山市の年齢別人口 

 

 

（2）保育所の増設 

 共働きの子育て世代に流山市を選んでいただくためには、何を

差しおいても保育所をつくらなければいけない。需給関係がタイ

トだと、何もしなくても保育所も幼稚園も入園希望者が殺到する。

まずは、とにかく量を確保しなければ、全体の質の確保まではな

かなか進めない。 

 流山市では、毎年保育所の新増設を進めており、平成 22 年度

から 25 年度の 4 年間で定員が 61％増えている。今後 2 年間でさ

らに 42％の定員増を図り、27 年 4 月 1 日に厚生労働省の基準で

待機児童を 0 にする計画であり、5 年間で通算 2.3 倍の定員増に

なる。 

 当然、その次に学童クラブ、放課後クラブの新増設が必要にな

ってくる。流山市では、3 年前にすべての小学校に学童クラブを
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設置し、段階的に定員を増加している。ただし、つくばエクスプ

レス沿線では、保育所を希望する親が 50％に達する地区も出て

きた。このような地区では、学童保育をつくるのはそろそろ頭打

ちにして、むしろ学校そのものを放課後に学童にしていかなけれ

ば間に合わない。ファシリティマネジメントの観点からも、今あ

る公共施設を多機能化し、時間や曜日を分けていろいろな形に使

えるよう検討に入っている。 

 教育面では、特に英語教育や主体性の開発に重点を置いている。

日本ではリーダーシップというと、ある特定の人に任せるような

印象があるが、流山市では「主体性」の開発に重点を置いて取り

組んでいる。 

 

（3）駅前送迎保育ステーション 

平成 19 年度から、親の利便性を高めるとともに、待機児童を

解消するための施策として、「駅前送迎保育ステーション」を導

入した。これは、市内の主要駅 2 駅の前にある保育送迎ステーシ

ョンに子どもを連れてきていただき、そこから市内の 24 保育所

に送迎するという仕組みである。そして、午後 2 時から 6 時の間

に保育所から送迎ステーションに子どもを送り、保護者の方に迎

えに来ていただく。現在では、保育所からステーションへの送迎

時間を夜 10 時まで毎日延長しており、朝はお父さんが子どもを

連れてくるケースが非常に多くなっている。 

 流山市では、都内に通勤する方が多く、保育所も、通勤と逆方

向にある遠くの保育所には空きがあるが、通勤経路にある保育所

は満員であるという親が多かったが、この仕組みによって遠くの

園に子どもを預けることができるようになり、待機児童の削減と

いう点で大きな効果があった。 
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（4）イベントの開催 

 交流人口という観点で見ると、流山市は、近隣の松戸市や柏市、

さらには都内への流出ばかりの非常に寂しいまちだった。そこで、

特に共働きの子育て世代向けのイベントを各地で多数企画し、現

在、大きなイベントに関しては 50％近くの方が市外から来てい

ただけるようになった。 

 

おわりに 

 以上のように、流山市では保育所を増設するとともに、学校を

利用して学童保育を整備していくことで、共働き世代が子育てし

やすいまちづくりをめざしている。ここで問題となるのが保育士

の確保であり、現在、市内の保育科を有する大学と協議を進めて

おり、卒業生にできる限り流山市で働いてもらえるよう検討して

いる。これらの施策を通じて、今後 10 年は人口増加を図れるま

ちをつくっていきたい。 

Copyright 2013 The Authors. Copyright 2013 Japan Center for Cities. All Rights Reserved.



30 

問題提起  細江茂光 岐阜市長  

 

はじめに 

 流山市長の問題提起をお聞きして、同じ日本でも地域差がある

と感じる。汐見先生の講演でも触れられていたが、グローバルな

視点から、子育て支援や少子化対策をめぐる状況がどのように変

化しているのか考えることが重要である。今日、「豊かさ」とい

うものの感じ方が変わってきている。昔はモノがたくさんあるこ

と、つまり「物質的な豊かさ」が重視されていたが、今は「心の

豊かさ」が期待される時代になってきている。 

 

1．行政運営から行政経営へ 

 私は、民間企業に勤めていた経験から、これまでのように行政

を運営するのではなく、これからは経営という視点が重要な時代

であると考えている。従来、岐阜市では部長会議を「庁議」と言
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っていたが、私が市長に就任してすぐに「行政経営会議」に変え

た。そして、行政経営会議を岐阜市全体の経営を考える会議とし

て位置づけ、各部長は自分の分野にとらわれず、全庁的・全市的

な視点で発言してほしいと言ってきた。 

 なぜなら、昔のように経済が右肩上がりの時代では、GDP も税

収も増え、行政運営という考えでよかったが、今の時代は人口も

GDP も右肩下がりで、税収も減る状況である。このように税収が

減っていく時代であるにも関わらず、少子高齢化社会を迎え、行

政需要は増加しているため、少ない財源の中でやりくりを求めら

れる「経営」という視点が強く求められている。 

 

2．教育立市、医療・健康立市を推進 

 私は今回のテーマとなっている子育て・少子化対策は、国家戦

略の中で位置づけていく必要があると考えるが、岐阜市では、子

育て支援・少子化対策を大きく 2 つの取組みで推進している。そ

の 1つが「教育立市」、もう 1つが「医療・健康立市」である。 

 2 つの取組みを説明する前に、人口に対する考え方について触

れたいと思う。まず、人口について議論する際には、自然動態と

社会動態を分けて考える必要がある。自然動態は、出生数と死亡

数の差であり、今後日本全体では大きく減少することが見込まれ

ている。 

 一方、社会動態は、転出数と転入数の差であり、各自治体の取

組みによっては、増加させることも可能であるため、各自治体に

おいては、社会動態が重要である。このように、人口というパイ

が小さくなる中で、パイを取り合う結果、都市間競争となってい

るが、どこの自治体も若い世代に移り住んで欲しいと願っている

のでやむを得ないことではないかと考える。 

 第 1 の取組み「教育立市」については、都市間競争の中で、若

い世代、特に子育て世代に、「いい教育を受けるなら岐阜市だ」
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と言っていただけるまちをつくりたいと考えている。なぜなら、

私は充実した教育環境を整備することでまちの魅力を高められる

と考え、10 年近く「教育立市」と言い続け、一定の効果を上げ

てきたと思っている。今後も、教育を前面に出して、全国に発信

していきたい。 

 第 2 の取組み「医療・健康立市」については、いくら教育によ

り頭脳明晰な子どもが育っても、それを支える体が大切である。

岐阜市では、「医療・健康」を大変重要な分野として位置づけ、

様々な施策を展開している。 

 もうひとつ、忘れてならないなのが財源である。市長就任以来、

12 年間、行財政改革を徹底的に行い、ピーク時に 1,300 億円以

上あった普通債残高を 700 億円台まで減らした。なぜなら、いく

らすばらしい政治理念や哲学があっても、それを実現する財政力 

 

図表 3 岐阜市の子育て医療環境 
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がなければ絵空事になるので、岐阜市では、行財政改革を徹底的

に行い、財源を確保した上で「教育立市」、「医療・健康立市」を

推進している。 

 

3．岐阜市における子育て支援策 

（1）保育所のさらなる利便性向上 

 先日、台湾の北部、台北市の隣の新北市という市を訪問した。

新北市は人口約 400 万人の市であり、東京都庁を模した立派な市

庁舎が建っているが、庁舎内に充実した保育所が整備されていた。

また、私はアメリカで 12 年間勤務していたが、アメリカの多く

の企業で保育所が整備されていた。 

 一方、岐阜市は保育所の収容人員と希望者数だけを見れば待機

児童ゼロではあるが、実際には様々なミスマッチが起きている。

例えば、住まいや職場から近い保育所を多くの方が希望されるが、

親の勤務先から遠く離れた保育所しか空いていないケースもある。

各企業内に、従業員のための保育施設を設置してもらうのがいい

のではないかと思うので、いずれは市役所内にも保育所を設けら

れればと考えている。まずは岐阜市内の大手企業に企業内保育所

を設置してもらえるよう、様々な施策を検討している。 

 

（2）子ども医療費の無料化 

 岐阜市では、0 歳児から義務教育終了まで入院、通院ともに、

子ども医療費の無料化を実施している。私ども岐阜市のような中

核市で義務教育終了まで医療費を無料にしている自治体は限られ

ており、岐阜市では子ども医療費の無料化に年間約 19 億円かか

っているが、この施策が社会動態人口に大きな影響を及ぼしてい

るのではないかと考えている。 

 岐阜市は、昭和 51 年から社会動態の調査を始めたが、当時は、

年間 3,000 人程度のマイナスとなっており、その後もしばらく転
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出数が多い状況が続いていた。しかし、ちょうど子ども医療費の

無料化を始めた 2 年前にプラスに転じ、去年もプラスのまま推移

している。各自治体が施策を競い合う都市間競争の時代において、

人数は 200 人程度とわずかではあるが、良い効果が出たと思って

いる。 

 

図表 4 岐阜市の社会人口動態の状況 

 

 

おわりに 

 最後に、繰り返しになるが、人口減少によってパイが縮小して

いるので、パイを大きくする施策を、国や県でしっかりと取り組

んでもらうことが重要である。当然、我々もできる限りのことを

行っていく必要があるが、市町村としては、若い世代の人たちが

自分たちのまちを選んでくれるような魅力あるまちづくりを推進

することが、ひいては少子化対策になり、また子育て支援につな

がっていくと考えている。 
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問題提起  菊地 豊 伊豆市長  

1. 伊豆市における人口増減の状況 

 伊豆市は、人口約 3 万 3,000 人であるが、年齢別で転出入状況

を見ると、まず 10 歳～14 歳でわずかに減る。15 歳から 19 歳に

おいては、高校卒業の瞬間に転出が多くなる。20 歳から 24 歳で

は、大学卒業まで住民票を伊豆市に置き、就職とともに転出する

方が多く、22 歳過ぎに大きく減少する。もちろん帰郷する方も

いて、少しは回復するが、完全に戻らない。30 代や 40 代の方に

ついては、この 20 年間で少しずつ減っている。なぜ 30 代で転出

するかというと、結婚を機に引っ越す方が多い。 

 伊豆市は決して住みにくいまちではないが、生活するうえで交

通費がかさんでしまう。例えば、市内で 1 番遠い地区から修善寺

駅まで、バス代だけで往復 3,300 円かかる。三島市の高校まで通

うと、修善寺駅から電車で往復 1,000 円、1 時間 40 分かかる。
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そうなると、高校生が 2 人いれば、たとえ親の職場が修善寺にあ

っても、通勤手当が出るため、むしろ三島市に引っ越したほうが

安いということになる。 

 市の職員でさえ、結婚を機に隣の市に引っ越してしまう。忸怩

たる思いだが、住居の自由が日本にはあるので、大変悩ましい。 

 伊豆市では、500 人の方が亡くなる一方で、140 人しか生まれ

ていないため、人口減少はやむを得ない。問題は、出生数が近年

激減していることである。隣の伊豆の国市は人口約 5 万人、函南

町は人口約 3 万 8,000 人だが、成人式をやると伊豆市とほぼ同じ

人数である。20 年前は、いずれも 400 人前後の子どもが生まれ

ていたわけである。今でも、伊豆の国市や函南町では毎年 350 人

くらい生まれているが、伊豆市だけは、去年は 143 人しか生まれ

なかった。伊豆市より人口が 1 万人少ない下田市よりも出生数が

減ってしまったのである。 

 

図表 5 伊豆市コーホート図（人口増減数） 
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図表 6 伊豆市の年度別出生数 

年度 出生数 備考 

20 年前 平成５年 不明 ※修善寺データ無し 

19 年前 平成６年 343  

10 年前 平成１５年 237  

平成１６年 217  

平成１７年 234  

平成１８年 175  

平成１９年 178  

5 年前 平成２０年 212  

平成２１年 164  

平成２２年 163  

平成２３年 163  

平成２４年 143  

 

2．伊豆市における子育て支援策 

（1）義務教育にかかる通学費の助成 

 6 年後、伊豆市には小学校 1 年生が 140 人しかいないというこ

とになる。にもかかわらず、私が市長になった 5 年前の時点で、

市内に小学校が 12 もあったため、1 期目の 4 年間で小学校を 5

つ、幼稚園・保育所を 5 つ統廃合した。普通であればこれだけで

落選確実だが、逆に言えば市民に理解していただけるほどに状況

は厳しい。 

憲法において、義務教育は無償であると明記されているにもか

かわらず、伊豆市では先述のような事情で、小学生でも通学費が

かかる。従来は、義務教育であるにもかかわらず、年間 3 万円ま
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では親の負担だった。子どもが 3 人いれば、9 年間で総額 81 万

円である。つまり、行政が学校の場所を決めているのに、学校に

近い人は無料、遠い人は 9 年間で 81 万円も通学費を負担しなけ

ればいけない。 

 私は、このような状況は憲法に反すると考え、市長になった際

に改めた。2 キロ以内であれば歩いて登校していただき、それ以

上であればバス代を市が負担する。ただし、バス路線がない地域

もあるため、そこではガソリン代を支払うことにした。 

 

（2）子ども医療費の助成拡大 

 また、医療費についても、5 年前までは小学校入学前まで助成

していたが、私が市長になってすぐに、小学校 6 年生まで拡大し

た。今は、中学校 3 年生まで助成している。ここで私がこだわっ

ているのは、1 回 500 円、月 2,000 円を上限に負担してもらうこ

とである。なぜなら、小学校に行くのは義務だが、風邪をひいた

り、捻挫するのは義務ではない。もちろん、止むを得ない病気も

あるが、親の過失もあり得る。そのため、完全な無料化を望む声

も多いが、500 円の負担だけは残している。 

  

（3）産婦人科通院費用の助成 

残念なことに、平成 18 年、伊豆赤十字病院の産婦人科がなく

なった。伊豆市は、かつて東京で交通事故にあった方が伊豆の温

泉でリハビリしていた時代の名残で、人口 10 万人当たりの医師

数は 160 人と少なくないが、産婦人科はゼロである。したがって、

1 時間かけて通院しなければいけない。そのため、お詫びの気持

ちも込めて、母子手帳を交付する際に、交通費などに使っていた

だくため出産準備金 4万円を交付している。 
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（4）認定子ども園の整備 

 認定子ども園制度が導入され、伊豆市は早期に移行し、現在 3

つの子ども園がある。今後は、旧町単位（修善寺、中伊豆、天城、

湯ヶ島、土肥）に各 1 カ所ずつ、保育所をすべて子ども園として、

民営化する方向性を示している。修善寺駅のすぐ横に、民営化し

た真新しい子ども園を開園したところ、ここだけはすぐに 160 人

の定員が埋まり、定員を 170 人に増やした。できる限りいい施設

に行かせたいということであろう。 

 なお、国の平均所得は約 330 万であるが、静岡県は約 280 万、

伊豆市は約 250 万円と多くない。そのため、保育料はもちろん収

入によって違うが、平均的には基準の 4 割程度に保育料を抑えて

いる。 

 また、3 年前から、伊豆赤十字病院と連携して、病児保育がで

きる体制を構築した。また、子ども園では病後児保育を実施して

おり、数は少ないながら、伊豆市内で十分に機能が完結できるよ

うになった。 

 

3．今後の課題 

 しかし、残念ながら子どもは減り続けている。最大の理由は、

親となる 30 代の方々の職場がない。東京の大学を卒業して、伊

豆市に戻りたいと思っている若い世代に対して、雇用を確保して

いくことが子育て支援の第一優先である。もうひとつは、産婦人

科を市内に復活させたいが、実際には難しいため、順天堂病院に

市内の助産院のバックアップをお願いしている。普通分娩は助産

院で行う体制を何とか整え、機能しているところである。 

 さらには、教育の質の確保も課題となっている。特に中学校で

は、少子化のためすべての中学校が 1 クラスないし 2 クラスとな

っており、中学校教育の専門教員がいなくなる恐れがある。伊豆

市では、涙をのんで小学校 5 校を統廃合したばかりであり、せめ
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て中学校教員については特段の配慮を県にお願いしているが、反

応は芳しくない。いずれは、中学校の再編成もしなければならな

いが、その間、伊豆市の子どもだけが専門の先生に教えてもらえ

ないという状況は避けなければならない。市としても、何とか予

算を確保し、特別支援教員として退職された教員を配置している

が、やはり現役の教員に教えていただきたい。 

 

4．総合的な政策展開の重要性 

 最後に強調したいのが、総合的な政策の必要性である。子育て

支援、あるいは雇用対策だけということはありえない。もっとも

悩ましいのは、都市計画である。伊豆市では、旧修善寺町だけが

30 年前から都市計画区域を設定しているが、当時はまだ「うち

の田畑をつぶしてよそ者を住まわせる気はない」という時代だっ

た。それゆえ、ほとんどの地区が市街化調整区域になっている。

市役所の周りには、中学校や保育所、赤十字病院があるが、ここ

も調整区域である。 

 都市計画区域を、30 年間全く変えることができなかった。県

にお願いしても一切見直してくれない。仕方なく、今年は県から

都市計画の専門家を招聘して、都市機能を不必要に拡大せず、環

境を維持するために都市計画を自らつくった。しかし、都市機能

が集積した地域を長い間市街化調整区域にしてきたことによって、

伊豆市はこんなにも人口が減ってしまった。農地の問題や産業政

策も含めて、総合政策を発揮しないと状況は改善しない。日本の

地方が生き残るためにも、伊豆市が全力で戦っていく。 
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意見交換 

 

 

各市における人口増減の状況 

○ 当市では、子どもが急激に増加しているが、保育所を 1 園増

やすごとに運営費が年間 1 億円かかってしまう。また、小学生に

ついても、10 年間で 10％程度の人口増加が進み、小学校の建設

等の財政負担が重くなっている。このような急激な人口構造の変

化に対しては、何らかの財政的な支援が必要ではないか。 
 
発達障害者支援について 

○ 7、8 年前に、学級崩壊が大きな問題となった。当市では、

発達障害のお子さんのケアが解決の鍵であると考え、教育支援セ

ンターの整備に力を入れている。その後、子どもの学力も非常に

伸びてきており、子育てに対してきめ細かな対応を行っていくこ

とが、子育てがしやすいまちづくりにつながる。 
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縦割り行政の是正 

○ 職員が縦割りで業務を行っている限り、行政経営という考え

方は浸透しないし、市全体を考えた議論もできない。明確な目的

意識を持って、横のつながりを持てるよう、組織体制や職員の体

質を変えていかなければならない。 

 

子ども医療費の無料化 

○ 当市でも、今年から中学生までの入院医療費を無料にしたが、

相当の費用負担になっている。子ども医療費は、本来、国全体の

社会保障でやるべきであるが、それを各自治体の政争の具にして

いいのかは、本来的な問題である。 

 

○ 子ども医療費の補助が本当に優先順位の高い施策であるかど

うか疑問である。単純に子ども医療費を無償化すると、小児科が

疲弊し、それを食い止めるためのコストもかかる。一方、待機児

童の問題は、保育所がなければ働けないという親の生き方にかか

わる問題であって、保育所を整備していく方が優先されるべきで

はないか。 

 

○ 当市では、過度な都市間競争を招かないよう、周りの市長に

呼びかけて、もし子ども医療費を無料化するときは足並みをそろ

えることにしている。全国市長会としても、国として無料化を実

施すべきで、自治体がばらばらにするべきものではないと要望し

ている。 

 

クラブ活動の振興 

○ 従来のように子どもを放牧できなくなってきているとの話が

あったが、子どものクラブ活動を振興していかなければ、集団の

中で育っていくことが難しい状況である。一方で、少子化に伴い、
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クラブ活動を指導する教員が不足しているが、何か策はないか。 

 

○ 当市では、市民や NPO にクラブ活動の指導をしていただいて

いる。ほとんどがボランティアで、費用はあまりかかっていない。 

 

○ 中学校、高校になると学校が中心となってしまい、地域コミ

ュニティの中でスポーツがなかなか育たない。また、都市部では、

受験に伴い地域から子どもが離れてしまったり、専門的な施設の

ある学校にスポーツの能力がある子どもが進学してしまう。我々

も、市内に専門性を有する学校をつくっていく必要があると考え

ている。 
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まとめ  綾  宏 坂出市長 

 

 

 会の前半では、汐見学長より基調講演をいただき、大変感銘を

受けた。点から面へ、広い視野を持って、単なる子育て支援だけ

ではなく、これからを担う人材を育成していかなければならない。

どうやって人材を育てていくのか、この点は市長だけが唱えても

なかなか難しいので、地域に投げかけ、一丸となって取り組んで

いくことが重要であるし、国においても、厚労省や文科省といっ

た縦割りではなく、国全体の課題として気概を持って対応しても

らわなければならない。 

 また、会の後半では、3 名の市長から問題提起をいただいた。

流山市の状況は、うれしい悲鳴であり、うらやむところもあるが、

戦略的なマーケティングの展開が大きな効果を生むことについて、
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非常に勉強になった。 

岐阜市が長年掲げてきたように、「立市」という大きなテーマを

設けることは必要だと思う。市民、あるいは市外の方に見ていた

だきながら、その実績に立脚して行政経営を行っていく。我々は、

すぐに公約やマニフェストを掲げたくなるが、一方で市政運営の

責任者として、できる範囲を見極めていくことも必要である。伊

豆市でも、市の置かれている状況をまず分析して、その要因にい

かに対応していくか、マイナス要因をプラス要因に変えていこう

と努力されていた。 

 この会は、市長が本音で議論しあう場であり、本日は大きなテ

ーマになってしまったが、活発に議論いただくことができた。今

後、さらに参加者が増えることを祈念して、進行役を終えたい。 

 ありがとうございました。 
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